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講演では, 次の三つの話題に関連して, 有限性も含めて有理点の分布と値分布 (小林双
曲性や Nevanlinna理論) を論じた:

(i) 有理点の算術的問題.

(ii) 複素幾何的問題.

(iii) 関数体上の問題.

この講演で取り上げた内容について, 論説や論文が新旧いくっかあるので, それを紹介
することで報告としたい.
まずは, S. Lang予想であるが, これは [L74, L86] で問題として提起されてきた. 小林

双曲的空間での類似問題は一応解決され, 解説が [N89, N91]&こある. その時点では未解
決だったコンパクト双曲的空間への支配的写像の有限性も [N92] で解決された. [N94] で
は, 代数体上の代数多様体の有理点間の小林双曲的擬距離を定義した. 極限として $\mathrm{C}$ 上
の場合の小林擬距離が出てくるので, 何か意味ある応用があると良いのだが.

S. Lang予想が小林双曲性との関連で想起され, 小林双曲性を示す最も有力な手段であ
る Nevanlinna理論は, P. Vojta予想のモデルとなった ([V087]). この間の解説では, [L87]
がよく書けている.
双曲的でない空間での整数点集合と整正則曲線の分布には類似性があり [NW02] で扱っ

た. (準) アーベル多様体内で考えるとき, 豊富因子の外に整数点が高々有限個しかない
ということと, 豊富因子の外の整正則曲線は定値であることが対応する類似となる. これ
らはそれぞれ, [F91], [V96], [SY96], [N98] で解決された. この場合は, 初めて有理点分布
の算術理論が値分布理論を先行した.
しかし [NWYOO, NWY02] では, 正則曲線の理論を更に定量的結果に進展させた. これ

は値分布理論での第二主要定理を証明するもので, 算術理論でのイロハ (abc-) 予想がその
類似に対応する. ここで, 再び値分布論が先行することとなった. この話題につぃては関
数体上の場合も含めて, $[\mathrm{N}02\mathrm{a}],$ $[\mathrm{N}02\mathrm{b}]$ で論じている.
最後に, 最近以下のような有理点の有限性結果を得たので報告したい. 次のように置

く. $d,$ $e\in \mathrm{N}$ は互いに素で次をみたす.

$d>2e+8$ .

$P(w_{0}, w_{1})=w_{0}^{d}+w_{1}^{d}+w_{0}^{e}w_{1}^{d-e}$
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と定め, 帰納的に

$P_{1}(w_{0}, w_{1})=P(w_{0}, w_{1})$ ,

$P_{n}(w_{0}, w_{1}, \ldots, w_{n})=P_{n-1}(P(w_{0}, w_{1}),$ $\ldots,$
$P(w_{n-1}, w_{n}))$ , $n=2,3,$ $\ldots$ ,

と定める. $P_{n}$ は, $\mathrm{Z}$ 上定義された次数 $d^{n}$ の同次多項式である. $e\geqq 2$ とすると,

$X=\{P_{n}(w_{0}, w_{1}, \ldots, w_{n})=0\}\subset \mathrm{P}\ovalbox{\tt\small REJECT}$

は小林双曲的である (城崎’98).

定理 OJ(野口 $[\mathrm{N}\mathrm{o}02\mathrm{c}]$ ) $e\geqq 2$ として $X$ を上の様に定義する. すると, 任意の代数体
$K$ にたいしその有理点集合 $X(K)$ は有限である.

実は, $X$ は, 次数 $d^{n-1}$ の $d$個の小林双曲的超曲面の和になっていることが分かる. 任
意多変数・単独の不定方程式でかかる算術的有限性をもつものはこれまで知られていなつ
かたと思う.
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